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○ 平 成 二 十 六 年 農 林 水 産 省 告 示 第 八 百 六 十 七 号 （ 漁 業 の 許

可 及 び 取 締 り 等 に 関 す る 省 令 第 五 十 七 条 の 規 定 に 基 づ

く 農 林 水 産 大 臣 が 定 め る 海 域 及 び 漁 具 に 関 す る 制 限 ）  

（ 平 成 二 十 六 年 七 月 一 日 ）  

（ 農 林 水 産 省 告 示 第 八 百 六 十 七 号 ）  

改 正 平 成 二 七 年 五 月 二 八 日 農 林 水 産 省 告 示 第 一 三 七 〇 号  

同 二 八 年 一 二 月 二 八 日 同      第 二 五 七 五 号  

同 二 九 年 一 二 月 一 八 日 同      第 二 一 一 四 号  

令 和 元 年 一 二 月 一 二 日 同      第 一 六 二 二 号  

同  二 年 一 一 月 一 六 日 同      第 二 二 二 六 号  

同  三 年 一 月 一 二 日 同      第  六 三 号  

同  五 年 五 月 二 六 日 同      第 六 一 六 号  

指 定 漁 業 の 許 可 及 び 取 締 り 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 三 十 八 年 農 林

省 令 第 五 号 ） 第 五 十 六 条 の 二 （ 同 令 第 六 十 二 条 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 二 十 五 年 七 月 一 日 農 林 水 産

省 告 示 第 二 千 九 十 四 号 （ 指 定 漁 業 の 許 可 及 び 取 締 り 等 に 関 す る 省

令 第 五 十 六 条 の 二 （ 同 令 第 六 十 二 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に 基 づ き 農 林 水 産 大 臣 が 定 め る 海 域 及 び 漁 具 に 関 す

る 制 限 を 定 め る 件 ） の 全 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

漁 業 の 許 可 及 び 取 締 り 等 に 関 す る 省 令 第 五 十 七 条 の 農 林 水 産

大 臣 が 別 に 定 め て 告 示 す る か つ お ・ ま ぐ ろ 漁 業 に 係 る 海 域 及 び 漁

具 に 関 す る 制 限 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。  

海 域  漁 具 に 関 す る 制 限  

第 一 

西 部
及 び

中 部
太 平

洋 に
お け

る 高
度 回

遊 性
魚 類

資 源

１ 全 海

域  

一 次 に 掲 げ る い ず れ か の 要 件 を 満 た さ な け れ

ば な ら な い 。  

イ ワ イ ヤ ー 製 の 枝 縄 又 は は り す を 所 持 し な

い こ と 。  

ロ 浮 玉 又 は 浮 縄 と 枝 縄 と を 接 続 し な い こ

と 。  

二 隣 接 す る 浮 玉 間 の 鈎
は り

の 数 が 五 以 下 で あ る 場

合 に は 、 次 に 掲 げ る 漁 具 の う ち い ず れ か の 漁

具 を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。 

イ ね む り 鈎
は り

 

ロ イ 以 外 の 鈎
は り

（ た だ し 、 鈎
は り

に 付 け る 餌 は 魚

に 限 る 。 ） 

三 前 号 イ に 掲 げ る 漁 具 は 、 そ の 形 状 が 円 形 又

は 楕 円 形 の 漁 具 で あ っ て 、 鈎
は り

先 が 鈎
は り

軸 に 対 し
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の 保
存 及

び 管
理 に

関 す
る 条

約 第
三 条

１ に
規 定

す る
海 域  

て 垂 直 で あ り 、 ひ ね り が 十 度 以 下 で あ る も の

を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。  
２ 北 緯

二 十 三

度 以 北

の 海 域  

一 漁 船 の 全 長 が 二 十 四 メ ー ト ル 以 上 の 場 合

は 、 次 の イ か ら チ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る

措 置 の う ち 二 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ 、 か つ 、

イ か ら ニ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措 置 の う

ち 一 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 イ 若 し く は ホ に 掲 げ る 措 置 を 講

じ る 場 合 又 は ハ に 規 定 す る 漁 具 を 幹 縄 を 中 心

と し て 両 側 に 設 置 す る 場 合 は 、 二 種 類 の 措 置

を 講 じ た も の と み な す 。  

イ 舷 側 吹 流 し 装 置 及 び 加 重 枝 縄 の 使 用 を 伴

う 舷 側 投 縄 の 実 施  

ロ 夜 間 投 縄 の 実 施  

ハ 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ） 又 は 吹 流 し 装 置 （ 軽

量 型 ） の 使 用  

ニ 加 重 枝 縄 の 使 用  

ホ 鈎
は り

覆 い 装 置 の 使 用  

ヘ 青 色 染 色 餌 の 使 用  

ト 投 縄 機 の 使 用  

チ 残 さ 排 出 管 理 の 実 施  

二 漁 船 の 全 長 が 二 十 四 メ ー ト ル 未 満 の 場 合

は 、 前 号 イ か ら ホ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る

措 置 の う ち 一 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ

ば な ら な い 。  

三 第 一 号 に 掲 げ る 措 置 は 、 そ れ ぞ れ 次 の イ か

ら リ ま で に 掲 げ る 措 置 ご と に 当 該 イ か ら リ ま

で に 定 め る 方 法 に よ り 講 じ な け れ ば な ら な

い 。  

イ 舷 側 吹 流 し 装 置 及 び 加 重 枝 縄 の 使 用 を 伴

う 舷 側 投 縄 の 実 施 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 幹 縄 投 入 は 、 船 尾 か ら 一 メ ー ト ル

以 上 離 れ た 舷 側 か ら 実 施 す る こ と 。  

（ ２ ） 海 鳥 類 が 目 視 可 能 な 範 囲 に 飛 来 し

て い る 場 合 は 、 鈎
は り

が 水 面 下 に 沈 降 す る よ

う に 幹 縄 を た る ま せ る こ と 。  
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（ ３ ） 使 用 す る 舷 側 吹 流 し 装 置 が 次 の （ i ）

か ら （ iii ） ま で に 掲 げ る 要 件 を 満 た す こ

と 。  

（ i ） 長 さ 三 メ ー ト ル 以 上 の 支 柱 を 投 縄

機 の 後 方 に 設 置 す る こ と 。  
（ ii ） 当 該 支 柱 の 先 端 か ら 二 メ ー ト ル 以

内 に 三 本 以 上 の お ど し を 取 り 付 け る こ

と 。  

（ iii ） お ど し は 、 太 さ 二 十 ミ リ メ ー ト

ル 以 上 と し 、 そ の 先 端 が 水 面 に 触 れ る

程 度 の 長 さ と す る こ と 。  

（ ４ ） 加 重 枝 縄 を ホ に 定 め る 方 法 に よ り

使 用 す る こ と 。  

ロ 夜 間 投 縄 の 実 施 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 天 測 歴 に よ る 当 該 海 域 の 日 出 か ら

日 没 ま で の 間 は 、 投 縄 を 行 わ な い こ と 。  

（ ２ ） 船 上 の 照 明 は 、 操 業 及 び 航 海 の 安

全 を 考 慮 し た 上 で 最 小 限 の も の と す る こ

と 。  

ハ 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ） の 使 用 次 に 掲 げ

る 方 法  

（ １ ） 吹 流 し の 長 さ を 百 メ ー ト ル 以 上 と

す る こ と 。  

（ ２ ） 枝 縄 が 水 中 に 沈 む 地 点 の 風 上 側 の

船 尾 に お い て 、 吹 流 し の 先 端 を 海 面 か ら

五 メ ー ト ル 以 上 の 位 置 に 保 持 し た 上 で 、

鈎
は り

が 沈 む 水 域 の 上 空 に 掲 揚 さ れ る よ う に

取 り 付 け る こ と 。  

（ ３ ） お ど し の 取 付 間 隔 は 、 五 メ ー ト ル

以 内 と し 、 サ ル カ ン を 使 用 し て 取 り 付 け

る こ と 。  

（ ４ ） お ど し は 、 先 端 が 水 面 に 触 れ る 程

度 の 長 さ と す る こ と 。  

ニ 吹 流 し 装 置 （ 軽 量 型 ） の 使 用 次 に 掲 げ

る 方 法  

（ １ ） 枝 縄 が 水 中 に 沈 む 地 点 の 風 上 側 の



4/16 

船 尾 に お い て 、 吹 流 し の 先 端 を 海 面 か ら

五 メ ー ト ル 以 上 の 位 置 に 保 持 し た 上 で 、

鈎
は り

が 沈 む 水 域 の 上 空 に 掲 揚 さ れ る よ う に

取 り 付 け る こ と 。  

（ ２ ） 漁 船 の 全 長 が 二 十 四 メ ー ト ル 以 上

の 場 合 は 、 お ど し の 取 付 間 隔 は 、 一 メ ー

ト ル 以 内 と し 、 長 さ 三 十 セ ン チ メ ー ト ル

以 上 の も の を 取 り 付 け る こ と 。  

ホ 加 重 枝 縄 の 使 用 次 の （ １ ） か ら （ ４ ）

ま で に 掲 げ る い ず れ か の 方 式 に よ り 錘
お も り

が

取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 方 式 の 内 容

が 、 当 該 （ １ ） か ら （ ４ ） ま で に 定 め る 要

件 を 満 た す こ と 。  

（ １ ） 鈎
は り

か ら 〇 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を

一 つ 取 り 付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 が 四 十

グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

（ ２ ） 鈎
は り

か ら 一 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り

付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 四 十 五

グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

（ ３ ） 鈎
は り

か ら 三 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を

取 り 付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 六

十 グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

（ ４ ） 鈎
は り

か ら 四 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り

付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 九 十 八

グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

ヘ 鈎
は り

覆 い 装 置 の 使 用  

（ １ ） 鈎
は り

が 水 深 十 メ ー ト ル ま で 沈 降 す る

ま で の 間 又 は 鈎
は り

を 投 入 し て か ら 十 分 間 が

経 過 す る ま で の 間 、 鈎
は り

先 及 び 返 し を 収 納

す る 構 造 を 有 す る も の を 使 用 す る こ と 。  

（ ２ ） 次 の （ i ） か ら （ iv ） ま で に 掲 げ る

い ず れ か の 方 式 に よ り 取 り 付 け ら れ て お

り 、 こ れ ら の 方 式 の 内 容 が 、 当 該 （ i ） か

ら （ iv ） ま で に 定 め る 要 件 を 満 た す も の

で あ る こ と 。  

（ i ） 鈎
は り

か ら 〇 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 鈎
は り

覆
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い 装 置 を 取 り 付 け る 方 式 鈎
は り

覆 い 装 置

の 重 量 が 四 十 グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

（ ii ） 鈎
は り

か ら 一 メ ー ト ル 以 内 に 鈎
は り

覆 い 装

置 を 取 り 付 け る 方 式 鈎
は り

覆 い 装 置 の 重

量 が 四 十 五 グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  
（ iii ） 鈎

は り

か ら 三 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 鈎
は り

覆

い 装 置 を 取 り 付 け る 方 式 鈎
は り

覆 い 装 置

の 重 量 が 六 十 グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

（ iv ） 鈎
は り

か ら 四 メ ー ト ル 以 内 に 鈎
は り

覆 い

装 置 を 取 り 付 け る 方 式 鈎
は り

覆 い 装 置 の

重 量 が 九 十 八 グ ラ ム 以 上 で あ る こ と 。  

（ ３ ） 漁 具 か ら の 滅 失 を 防 止 す る の に 必

要 な 構 造 を 有 す る も の を 使 用 す る こ と 。  

ト 青 色 染 色 餌 の 使 用 食 品 衛 生 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 二 十 三 号 ） 別 表

第 一 に 掲 げ る 食 用 青 色 一 号 で 染 色 を す る こ

と 。  

チ 投 縄 機 の 使 用 鈎
は り

が 速 や か に 水 深 百 メ ー

ト ル ま で 沈 降 す る よ う に 設 定 す る こ と 。  

リ 残 さ 排 出 管 理 の 実 施 次 の （ １ ） 又 は （ ２ ）

の い ず れ か に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 投 縄 又 は 揚 縄 中 に 残 さ 排 出 を 行 わ

な い こ と 。  

（ ２ ） 投 縄 又 は 揚 縄 を 行 う 舷 側 の 反 対 側

の 舷 側 か ら 残 さ 排 出 を 行 う こ と 。  

 ３ 南 緯

二 十 五

度 以
南 、 南

緯 三 十

度 以 北

の 海 域  

一 次 の イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措

置 の う ち 一 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ ば

な ら な い 。  

イ 次 の （ １ ） 又 は （ ２ ） の 区 分 に 応 じ た 吹

流 し 装 置 の 使 用  

（ １ ） 漁 船 の 全 長 が 三 十 五 メ ー ト ル 以 上

の 場 合 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ）  

（ ２ ） 漁 船 の 全 長 が 三 十 五 メ ー ト ル 未 満

の 場 合 吹 流 し 装 置 （ 軽 量 型 ）  

ロ 加 重 枝 縄 の 使 用  

ハ 鈎
は り

覆 い 装 置 の 使 用  
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二 前 号 イ に 掲 げ る 措 置 は 、 そ れ ぞ れ 次 の イ 又

は ロ に 掲 げ る 措 置 ご と に 当 該 イ 又 は ロ に 定 め

る 方 法 に よ り 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

イ 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ） の 使 用 次 に 掲 げ

る 方 法  
（ １ ） 枝 縄 が 水 中 に 沈 む 地 点 の 風 上 側 の

船 尾 に お い て 、 吹 流 し の 先 端 を 海 面 か ら

七 メ ー ト ル 以 上 の 位 置 に 保 持 し た 上 で 、

水 面 上 に あ る 吹 流 し の 長 さ が 百 メ ー ト ル

以 上 と な る よ う に 取 り 付 け る こ と 。  

（ ２ ） 吹 流 し の 長 さ を 二 百 メ ー ト ル 以 上

と す る こ と 。  

（ ３ ） お ど し は 、 は っ き り と し た 明 る い

色 と す る こ と と し 、 標 準 型 お ど し 及 び 軽

量 型 お ど し の 両 方 を 取 り 付 け る こ と 。  

（ ４ ） 標 準 型 お ど し は 、 サ ル カ ン を 使 用

し て 取 り 付 け る こ と 。  

（ ５ ） 標 準 型 お ど し の 取 付 間 隔 は 、 五 メ

ー ト ル 以 内 と し 、 一 組 ず つ 取 り 付 け る こ

と 。  

（ ６ ） 標 準 型 お ど し は 、 先 端 が 水 面 に 触

れ る 程 度 の 長 さ と す る こ と 。  

（ ７ ） 軽 量 型 お ど し の 長 さ を 一 メ ー ト ル

以 上 と す る こ と 。  

（ ８ ） 軽 量 型 お ど し の 取 付 間 隔 は 、 一 メ

ー ト ル 以 内 と し 、 一 組 ず つ 取 り 付 け る こ

と 。  

（ ９ ） 二 本 の 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ） を 使

用 す る 場 合 は 、 幹 縄 を 中 心 と し て 両 側 に

設 置 す る こ と 。  

ロ 吹 流 し 装 置 （ 軽 量 型 ） の 使 用 次 に 掲 げ

る 方 法  

（ １ ） 枝 縄 が 水 中 に 沈 む 地 点 の 風 上 側 の

船 尾 に お い て 、 吹 流 し の 先 端 を 海 面 か ら

六 メ ー ト ル 以 上 の 位 置 に 保 持 で き る よ う

に し た 上 で 、 水 面 上 に あ る 吹 流 し の 長 さ
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が 七 十 五 メ ー ト ル 以 上 と な る よ う に 取 り

付 け る こ と 。  

（ ２ ） 吹 流 し は 、 十 分 な 水 の 抵 抗 力 が 発

生 す る よ う 、 そ の 一 部 が 水 中 に 沈 む よ う

取 り 付 け る こ と 。  
（ ３ ） お ど し は 、 は っ き り と し た 明 る い

色 と す る こ と と し 、 標 準 型 お ど し 又 は 軽

量 型 お ど し の い ず れ か を 取 り 付 け る こ

と 。  

（ ４ ） 標 準 型 お ど し は 、 絡 み 合 い を 防 ぐ

た め 適 切 な 方 法 で 取 り 付 け る こ と 。  

（ ５ ） 標 準 型 お ど し は 、 先 端 が 水 面 に 触

れ る 程 度 の 長 さ と す る こ と 。 た だ し 、 吹

流 し の 先 端 か ら 十 五 メ ー ト ル 以 内 に 取 り

付 け た お ど し の 絡 み 合 い を 防 ぐ た め に 必

要 な 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

（ ６ ） 標 準 型 お ど し は 一 組 ず つ 取 り 付 け

る も の と し 、 そ の 取 付 間 隔 は 、 吹 流 し の

先 端 か ら 七 十 五 メ ー ト ル 以 内 に お い て は

五 メ ー ト ル 以 内 と す る こ と 。  

（ ７ ） 軽 量 型 お ど し の 長 さ を 一 メ ー ト ル

以 上 と す る こ と 。  

（ ８ ） 軽 量 型 お ど し の 取 付 間 隔 は 、 一 メ

ー ト ル 以 内 と し 、 一 組 ず つ 取 り 付 け る こ

と 。  

（ ９ ） 二 本 の 吹 流 し 装 置 （ 軽 量 型 ） を 使

用 す る 場 合 は 、 幹 縄 を 中 心 と し て 両 側 に

設 置 す る こ と 。  

三 前 項 第 三 号 ホ の 規 定 は 第 一 号 ロ に 掲 げ る 措

置 に つ い て 、 前 項 第 三 号 ヘ の 規 定 は 第 一 号 ハ

に 掲 げ る 措 置 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。  

 ４ 南 緯

三 十 度

以 南 の

海 域  

一 次 の イ か ら 二 ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措

置 の う ち 二 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ ば

な ら な い 。  

イ 夜 間 投 縄 の 実 施  

ロ 次 の （ １ ） 又 は （ ２ ） の 区 分 に 応 じ た 吹
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流 し 装 置 の 使 用  

（ １ ） 漁 船 の 全 長 が 三 十 五 メ ー ト ル 以 上

の 場 合 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ）  

（ ２ ） 漁 船 の 全 長 が 三 十 五 メ ー ト ル 未 満

の 場 合 吹 流 し 装 置 （ 軽 量 型 ）  
ハ 加 重 枝 縄 の 使 用  

ニ 鈎
は り

覆 い 装 置 の 使 用  

二 第 二 項 第 三 号 ホ の 規 定 は 前 号 ハ に 掲 げ る 措

置 に つ い て 、 第 二 項 第 三 号 ヘ の 規 定 は 前 号 ニ

に 掲 げ る 措 置 に つ い て 、 前 項 第 二 号 イ の 規 定

は 前 号 ロ （ １ ） に 定 め る 漁 具 の 使 用 に つ い て 、

前 項 第 二 号 ロ の 規 定 は 前 号 ロ （ ２ ） に 定 め る

漁 具 の 使 用 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。  

第 二 

千 九
百 四

十 九
年 の

１ 全 海

域  

一  隣 接 す る 浮 玉 間 の 鈎 ( は り ) の 数 が 十 二 以

下 で あ っ て 、 枝 縄 間 の 距 離 が 四 十 メ ー ト ル 未

満 で あ り 、 か つ 、 枝 縄 の 長 さ が 二 十 メ ー ト ル

未 満 で あ る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 漁 具 の う ち

い ず れ か の 漁 具 を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。  

ア メ
リ カ

合 衆
国 と

コ ス
タ リ

カ 共
和 国

と の
間 の

条 約
に よ

っ て
設 置

さ れ
た 全

米 熱
帯 ま

イ ね む り 鈎 ( は り ) 

ロ イ 以 外 の 鈎 ( は り ) （ た だ し 、 鈎 ( は り ) に 付

け る 餌 は 魚 に 限 る 。 ）  

二 前 号 イ に 掲 げ る 漁 具 は 、 そ の 形 状 が 円 形 又

は 楕 円 形 で あ っ て 鈎
は り

先 が 鈎
は り

軸 に 対 し て 垂 直 で

あ り 、 ひ ね り が 十 度 以 下 で あ る も の を 使 用 し

な け れ ば な ら な い 。  

２ 北 緯

二 十 三

度 以 北

の 海 域

（ メ キ

シ コ の

排 他 的

経 済 水

域 を 除

く 。 ）

及 び 南
一 次 の イ か ら チ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措

置 の う ち 二 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ 、 か つ 、

イ か ら ニ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措 置 の う

ち 一 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 イ に 掲 げ る 措 置 を 講 じ る 場 合 又

は ハ に 定 め る 漁 具 を 幹 縄 を 中 心 と し て 両 側 に

設 置 す る 場 合 は 、 二 種 類 の 措 置 を 講 じ た も の

と み な す 。  

イ 舷 側 吹 流 し 装 置 及 び 加 重 枝 縄 の 使 用 を 伴

う 舷 側 投 縄 の 実 施  

ロ 夜 間 投 縄 の 実 施  
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ぐ ろ
類 委

員 会
の 強

化 の
た め

の 条
約 第

三 条
に 規

定 す
る 太

平 洋
の 海

域  

ア メ リ

カ 大 陸

の 西 海

岸 線 と

北 緯 二

度 と の

交 点 か

ら 北 緯

二 度 西

経 九 十

五 度 の

点 に 至

る 直
線 、 北

緯 二 度

西 経 九

十 五 度

の 点 か

ハ 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ） 又 は 吹 流 し 装 置 （ 軽

量 型 ） の 使 用  

ニ 加 重 枝 縄 の 使 用  

ホ 青 色 染 色 餌 の 使 用  
ヘ 投 縄 機 の 使 用  

ト 水 中 投 縄 機 の 使 用  

チ 残 さ 排 出 管 理 の 実 施  

二 前 号 に 掲 げ る 措 置 は 、 そ れ ぞ れ 次 の イ か ら

ト ま で に 掲 げ る 措 置 ご と に 当 該 イ か ら ト ま で

に 定 め る 方 法 に よ り 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

イ 舷 側 吹 流 し 装 置 及 び 加 重 枝 縄 の 使 用 を 伴

う 舷 側 投 縄 の 実 施 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 幹 縄 投 入 は 、 船 尾 か ら 一 メ ー ト ル

以 上 離 れ た 舷 側 か ら 実 施 す る こ と 。  

（ ２ ） 海 鳥 類 が 目 視 可 能 な 範 囲 に 飛 来 し

て い る 場 合 は 、 鈎
は り

が 水 面 下 に 沈 降 す る よ

う に 幹 縄 を た る ま せ る こ と 。  

（ ３ ） 使 用 す る 舷 側 吹 流 し 装 置 が 次 の （ i ）

ら 南 緯

十 五 度

西 経 九

十 五 度

の 点 に

至 る 直

線 、 南

緯 十 五

度 西 経

九 十 五

度 の 点

か ら 南

緯 十 五

度 西 経

八 十 五

度 の 点

に 至 る

直 線 、

か ら （ iii ） ま で に 掲 げ る 要 件 を 満 た す こ

と 。  

（ i ） 長 さ 三 メ ー ト ル 以 上 の 支 柱 を 投 縄

機 の 後 方 に 設 置 す る こ と 。  

（ ii ） 当 該 支 柱 の 先 端 か ら 二 メ ー ト ル 以

内 に 三 本 以 上 の お ど し を 取 り 付 け る こ

と 。  

（ iii ） お ど し は 、 太 さ 二 十 ミ リ メ ー ト

ル 以 上 と し 、 そ の 先 端 が 水 面 に 触 れ る

程 度 の 長 さ と す る こ と 。  

（ ４ ） 加 重 枝 縄 を ホ に 定 め る 方 法 に よ り

使 用 す る こ と 。  

ロ 夜 間 投 縄 の 実 施 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 天 測 暦 に よ る 当 該 海 域 の 日 出 か ら

日 没 後 一 時 間 ま で の 間 は 、 投 縄 を 行 わ な

い こ と 。  

（ ２ ） 船 上 の 照 明 は 、 操 業 及 び 航 海 の 安

全 を 考 慮 し た 上 で 最 小 限 の も の と す る こ
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南 緯 十

五 度 西

経 八 十

五 度 の

点 か ら

南 緯 三

十 度 西

経 八 十

五 度 の

点 に 至

る 直
線 、 南

緯 三 十

度 西 経

八 十 五

度 の 点

か ら 南

緯 三 十

と 。  

ハ 吹 流 し 装 置 （ 標 準 型 ） の 使 用 次 に 掲 げ

る 方 法  

（ １ ） 吹 流 し の 長 さ を 百 メ ー ト ル 以 上 と

す る こ と 。  
（ ２ ） 枝 縄 が 水 中 に 沈 む 地 点 の 風 上 側 の

船 尾 に お い て 、 吹 流 し の 先 端 を 海 面 か ら

五 メ ー ト ル 以 上 の 位 置 に 保 持 し た 上 で 、

鈎
は り

が 沈 む 水 域 の 上 空 に 掲 揚 さ れ る よ う に

取 り 付 け る こ と 。  

（ ３ ） お ど し の 取 付 間 隔 は 、 五 メ ー ト ル

以 内 と し 、 サ ル カ ン を 使 用 し て 取 り 付 け

る こ と 。  

（ ４ ） お ど し は 、 先 端 が 水 面 に 触 れ る 程

度 の 長 さ と す る こ と 。  

（ ５ ） 吹 流 し の 長 さ が 百 五 十 メ ー ト ル 未

満 の 場 合 は 、 先 端 に 牽 引 物 を 取 り 付 け る

こ と 。  
度 西 経

百 五 十

度 の 点

に 至 る

直 線 か

ら 成 る

線 以 南

の 海 域  

ニ 吹 流 し 装 置 （ 軽 量 型 ） の 使 用 次 に 掲 げ

る 方 法  

（ １ ） 吹 流 し の 長 さ を 百 メ ー ト ル 以 上 又

は 漁 船 の 全 長 の 三 倍 以 上 と す る こ と 。  

（ ２ ） 枝 縄 が 水 中 に 沈 む 地 点 の 風 上 側 の

船 尾 に お い て 、 吹 流 し の 先 端 を 海 面 か ら

五 メ ー ト ル 以 上 の 位 置 に 保 持 し た 上 で 、

鈎
は り

が 沈 む 水 域 の 上 空 に 掲 揚 さ れ る よ う に

取 り 付 け る こ と 。  

（ ３ ） お ど し の 取 付 間 隔 は 、 一 メ ー ト ル

以 内 と し 、 長 さ 三 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 上

の も の を 取 り 付 け る こ と 。  

ホ 加 重 枝 縄 の 使 用 次 の （ １ ） か ら （ ３ ）

ま で に 掲 げ る い ず れ か の 方 式 に よ り 錘
お も り

が

取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 方 式 の 内 容

が 、 当 該 （ １ ） か ら （ ３ ） ま で に 定 め る 要

件 を 満 た す も の で あ る こ と 。  

（ １ ） 鈎
は り

か ら 一 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り
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付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 四 十 五

グ ラ ム を 超 え 六 十 グ ラ ム 未 満 で あ る こ

と 。  

（ ２ ） 鈎
は り

か ら 三 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を

取 り 付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 六

十 グ ラ ム を 超 え 九 十 八 グ ラ ム 未 満 で あ る

こ と 。  

（ ３ ） 鈎
は り

か ら 四 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り

付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 九 十 八

グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

ヘ 青 色 染 色 餌 の 使 用 食 品 衛 生 法 施 行 規 則

別 表 第 一 に 掲 げ る 食 用 青 色 一 号 で 染 色 を す

る こ と 。  

ト 残 さ 排 出 管 理 の 実 施 次 の （ １ ） 又 は （ ２ ）

の い ず れ か に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 投 縄 又 は 揚 縄 中 に 残 さ 排 出 を 行 わ

な い こ と 。  

（ ２ ） 投 縄 又 は 揚 縄 を 行 う 舷 側 の 反 対 側

の 舷 側 か ら 残 さ 排 出 を 行 う こ と 。  

三 浮 玉 又 は 浮 縄 と 枝 縄 と を 接 続 し て は な ら な

い 。  

第 三 イ ン ド 洋

ま ぐ ろ 類 委 員

会 の 設 置 に 関

す る 協 定 第 二

条 に 規 定 す る

海 域 の う ち 、 東

経 百 四 十 一 度

以 西 、 南 緯 二 十

五 度 以 南 の 海

域  

一 次 の イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措

置 の う ち 二 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ ば

な ら な い 。  

イ 夜 間 投 縄 の 実 施  

ロ 吹 流 し 装 置 の 使 用  

ハ 加 重 枝 縄 の 使 用  

二 前 号 に 掲 げ る 措 置 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 次

の イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 措 置 ご と に 当 該 イ か

ら ハ ま で に 定 め る 方 法 に よ り 講 じ な け れ ば な

ら な い 。  

イ 夜 間 投 縄 の 実 施 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 天 測 暦 に よ る 当 該 海 域 の 日 出 か ら

日 没 ま で の 間 は 、 投 縄 を 行 わ な い こ と 。  

（ ２ ） 船 上 の 照 明 は 、 操 業 及 び 航 海 の 安

全 を 考 慮 し た 上 で 最 小 限 の も の と す る こ
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と 。  

ロ 吹 流 し 装 置 の 使 用 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 水 面 上 に あ る 吹 流 し の 長 さ を 百 メ

ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

（ ２ ） 吹 流 し は 、 細 く 丈 夫 な も の で 、 赤

色 、 橙 色 又 は 黄 色 の は っ き り と し た 色 と

す る こ と 。 こ の 場 合 、 海 鳥 類 の 順 応 を 防

ぐ 運 動 性 を 確 保 す る た め 十 分 に 軽 く 、 か

つ 、 風 に よ る よ れ を 防 ぐ た め の 重 量 で あ

る こ と 。  

（ ３ ） お ど し は 、 赤 色 、 橙 色 又 は 黄 色 の

は っ き り と し た 色 と し 、 お ど し 効 果 の あ

る 運 動 性 を 確 保 す る た め 、 三 叉
さ

サ ル カ ン

を 使 用 し て 取 り 付 け る こ と 。 こ の 場 合 、

お ど し は 、 水 面 に 到 達 す る 長 さ と す る こ

と 。  

（ ４ ） お ど し の 取 付 間 隔 は 、 五 メ ー ト ル

以 内 と し 、 一 組 ず つ 取 り 付 け る こ と 。  

（ ５ ） 吹 流 し は 、 竿
さ お

先 に 取 り 付 け 、 で き

る だ け 高 い 位 置 に 確 保 し 、 餌 の 付 い た 鈎
は り

が 沈 む 水 域 上 空 を 捕 捉 で き る よ う に す る

こ と 。  

（ ６ ） 予 備 の 吹 流 し 装 置 を 保 持 す る こ と 。 

ハ 加 重 枝 縄 の 使 用 次 の （ １ ） か ら （ ３ ）

ま で に 掲 げ る い ず れ か の 方 式 に よ り 錘
お も り

が

取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 方 式 の 内 容

が 、 当 該 （ １ ） か ら （ ３ ） ま で に 定 め る 要

件 を 満 た す も の で あ る こ と 。  

（ １ ） 鈎
は り

か ら 一 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り

付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 四 十 五

グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

（ ２ ） 鈎
は り

か ら 三 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を

取 り 付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 六

十 グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

（ ３ ） 鈎
は り

か ら 四 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り

付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 九 十 八
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グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

第 四 

大 西
洋 の

ま ぐ
ろ 類

の 保
存 の

た め
の 国

際 条
約 第

一 条
に 規

定 す
る 海

域  

１ 南 緯

二 十 度

以 南 、

南 緯 二

十 五 度

以 北 の

海 域  

一 吹 流 し 装 置 を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。  

二 前 号 に 定 め る 措 置 に つ い て は 、 次 の イ か ら

ヘ ま で に 定 め る 方 法 に よ り 講 じ な け れ ば な ら

な い 。  

イ 吹 流 し は 、 細 く 丈 夫 な も の で 、 赤 色 、 橙

色 又 は 黄 色 の は っ き り と し た 色 と す る こ

と 。 こ の 場 合 、 海 鳥 類 の 順 応 を 防 ぐ 運 動 性

を 確 保 す る た め 十 分 に 軽 く 、 か つ 、 風 に よ

る よ れ を 防 ぐ た め の 重 量 で あ る こ と 。  

ロ お ど し は 、 赤 色 、 橙 色 又 は 黄 色 の は っ き

り と し た 色 と し 、 お ど し 効 果 の あ る 運 動 性

を 確 保 す る た め 、 三 叉
さ

サ ル カ ン を 使 用 し て

取 り 付 け る こ と 。  

ハ お ど し の 取 付 間 隔 は 、 七 メ ー ト ル 以 内 と

し 、 一 組 ず つ 取 り 付 け る こ と 。  

ニ 吹 流 し は 、 竿
さ お

先 に 取 り 付 け 、 で き る だ け

高 い 位 置 に 確 保 し 、 餌 の 付 い た 鈎
は り

が 沈 む 水

域 上 空 を 捕 捉 で き る よ う に す る こ と 。  

ホ 吹 流 し は 、 投 縄 前 に 取 り 付 け 、 使 用 す る

こ と 。  

ヘ 予 備 の 吹 流 し 装 置 を 保 持 す る こ と 。  

２ 南 緯

二 十 五

度 以 南

の 海 域  

一 次 の イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 漁 具 に 関 す る 措

置 の う ち 二 以 上 の 種 類 の 措 置 を 講 じ な け れ ば

な ら な い 。  

イ 夜 間 投 縄 の 実 施  

ロ 吹 流 し 装 置 の 使 用  

ハ 加 重 枝 縄 の 使 用  

二 前 号 に 掲 げ る 措 置 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 次

の イ か ら ハ ま で に 掲 げ る 措 置 ご と に 当 該 イ か

ら ハ ま で に 定 め る 方 法 に よ り 講 じ な け れ ば な

ら な い 。  

イ 夜 間 投 縄 の 実 施 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 天 測 暦 に よ る 当 該 海 域 の 日 出 か ら

日 没 ま で の 間 は 、 投 縄 を 行 わ な い こ と 。  

（ ２ ） 船 上 の 照 明 は 、 操 業 及 び 航 海 の 安
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全 を 考 慮 し た 上 で 最 小 限 の も の と す る こ

と 。  

ロ 吹 流 し 装 置 の 使 用 次 に 掲 げ る 方 法  

（ １ ） 水 面 上 に あ る 吹 流 し の 長 さ を 百 メ

ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  
（ ２ ） 吹 流 し は 、 細 く 丈 夫 な も の で 、 赤

色 、 橙 色 又 は 黄 色 の は っ き り と し た 色 と

す る こ と 。 こ の 場 合 、 海 鳥 類 の 順 応 を 防

ぐ 運 動 性 を 確 保 す る た め 十 分 に 軽 く 、 か

つ 、 風 に よ る よ れ を 防 ぐ た め の 重 量 で あ

る こ と 。  

（ ３ ） お ど し は 、 赤 色 、 橙 色 又 は 黄 色 の

は っ き り と し た 色 と し 、 お ど し 効 果 の あ

る 運 動 性 を 確 保 す る た め 、 三 叉
さ

サ ル カ ン

を 使 用 し て 取 り 付 け る こ と 。 こ の 場 合 、

お ど し は 、 水 面 に 到 達 す る 長 さ と す る こ

と 。  

（ ４ ） お ど し の 取 付 間 隔 は 、 五 メ ー ト ル

以 内 と し 、 一 組 ず つ 取 り 付 け る こ と 。  

（ ５ ） 吹 流 し は 、 竿
さ お

先 に 取 り 付 け 、 で き

る だ け 高 い 位 置 に 確 保 し 、 餌 の 付 い た 鈎
は り

が 沈 む 水 域 上 空 を 捕 捉 で き る よ う に す る

こ と 。  

（ ６ ） 予 備 の 吹 流 し 装 置 を 保 持 す る こ と 。 

ハ 加 重 枝 縄 の 使 用 次 の （ １ ） か ら （ ３ ）

ま で に 掲 げ る い ず れ か の 方 式 に よ り 錘
お も り

が

取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ ら の 方 式 の 内 容

が 、 当 該 （ １ ） か ら （ ３ ） ま で に 定 め る 要

件 を 満 た す も の で あ る こ と 。  

（ １ ） 鈎
は り

か ら 一 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り

付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 四 十 五

グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

（ ２ ） 鈎
は り

か ら 三 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を

取 り 付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 六

十 グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

（ ３ ） 鈎
は り

か ら 四 メ ー ト ル 以 内 に 錘
お も り

を 取 り
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付 け る 方 式 錘
お も り

の 重 量 の 合 計 が 九 十 八

グ ラ ム を 超 え る こ と 。  

 

３ 北
緯 五

十 五
度 以

南 、 南

緯 三
十 五

度 以
北 の

海 域
（ 地

中 海
の 海

域 を
除 く ）  

一  隣 接 す る 浮 玉 間 の 鈎 ( は り ) の 数 が 十 二 以

下 で あ っ て 、 枝 縄 間 の 距 離 が 四 十 メ ー ト ル 未

満 で あ り 、 か つ 、 枝 縄 の 長 さ が 二 十 メ ー ト ル

未 満 で あ る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 漁 具 の う ち

い ず れ か の 漁 具 を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。  

イ ね む り 鈎 ( は り ) 

ロ イ 以 外 の 鈎 ( は り ) （ た だ し 、 鈎 ( は り ) に 付

け る 餌 は 魚 に 限 る 。 ）  

二 前 号 イ に 掲 げ る 漁 具 は 、 そ の 形 状 が 円 形 又

は 楕 円 形 の 漁 具 で あ っ て 、 鈎
は り

先 が 鈎
は り

軸 に 対 し

て 垂 直 で あ り 、 ひ ね り が 十 度 以 下 で あ る も の

を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。  

 

改 正 文 （ 平 成 二 七 年 五 月 二 八 日 農 林 水 産 省 告 示 第 一 三 七

〇 号 ） 抄  

平 成 二 十 七 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 文 （ 平 成 二 八 年 一 二 月 二 八 日 農 林 水 産 省 告 示 第 二 五

七 五 号 ） 抄  

平 成 二 十 九 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 文 （ 平 成 二 九 年 一 二 月 一 八 日 農 林 水 産 省 告 示 第 二 一

一 四 号 ） 抄  

平 成 三 十 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 文 （ 令 和 元 年 一 二 月 一 二 日 農 林 水 産 省 告 示 第 一 六 二

二 号 ） 抄  

令 和 二 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

附 則 （ 令 和 二 年 一 一 月 一 六 日 農 林 水 産 省 告 示 第 二 二 二

六 号 ） 抄  

１ こ の 告 示 は 、 漁 業 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 三 十

年 法 律 第 九 十 五 号 ） の 施 行 の 日 （ 令 和 二 年 十 二 月 一 日 ） か ら 施

行 す る 。  
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改 正 文 （ 令 和 三 年 一 月 一 二 日 農 林 水 産 省 告 示 第 六 三 号 ） 
抄  

令 和 三 年 一 月 十 二 日 か ら 施 行 す る 。  

改 正 文 （ 令 和 五 年 五 月 二 六 日 農 林 水 産 省 告 示 第 六 一 六

号 ） 抄  

令 和 五 年 六 月 二 三 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 


